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２０１４年２月２８日

株式会社ＬＩＸＩＬ住宅研究所

アイフルホームカンパニー

株式会社ＬＩＸＩＬ住宅研究所 アイフルホームカンパニー（住所：東京都江東区亀戸 1-5-7／プレジデント：

今 城幸）では、住まいの耐震化状況、大規模災害への備えなどにつきまして、一戸建て（持ち家）にお住ま

いの既婚女性５００名を対象に調査を実施しましたので、ご報告します。

Ⅰ．調査結果の概要

１）住まいの耐震状況について

２）大規模災害に対する住まいの備えについて

～大規模災害への備えは十分ですか？～

住まいの強靭化に関する調査報告

【報道関係者のお問合せ先】

㈱ＬＩＸＩＬ住宅研究所 広報・宣伝部 担当：千明（ちぎら）

電話：０３－５６２６－８２５１ メール：chigirak3@lixil-jk.co.jp

アイフルホームホームページ/TOP URL：http://www.eyefulhome.jp/

本ニュースリリースは、本日、国土交通記者会、国土交通

省建設専門紙記者会にて、広報発表しています。

◇１９８１年以前に建築した木造住宅にお住まいの方では

●現在のお住まいは「耐震基準を満たしていないと思う」との回答が７７．６％

●現在のお住まいは「耐震診断を受けたことがある」との回答はわずか４．５％

●現在のお住まいは「耐震対策リフォームを実施している」との回答はわずか６．０％

◇大規模地震が発生した場合、不安を感じていることは？

●第１位：水道・ガス・電気などライフラインのストップ（７３．２％）

●第２位：自宅（家屋）の倒壊・損壊（６１．６％）

●第３位：食料品・飲料品の不足（６０．８％）

⇒ 大規模地震が予測されている地域内の方は、地域外の方に比べて、全ての項目で不安の

比率が高く、特に津波は約３倍

◇お住まいにおける大規模災害への準備は？

●「十分に準備していると思う」はわずか２．８％

●７６．２％の住まいで準備不足を認識していることが判明

⇒ 大規模地震が予測されている地域内の方でも、６９.５％が準備不足と認識

◇お住まいにおける大規模災害の対策は？

●第１位：非常用備品（生活必需品、避難用品など）の準備（４８．５％）

●第２位：住宅用火災警報器の設置（４０．６％）

●第３位：非常用持ち出し袋の用意（３９．２％）

●第４位：テレビなどの転倒防止策の実施（３５．１％）

◇大規模災害に備えてお住まいで用意している品は？

●第１位：懐中電灯や手回し充電ライト（７８．９％）

●第２位：食料/保存食含む（７７．１％）

●第３位：保存水/飲料水（６６．５％）

●第４位：コンパクトラジオ（６０．１％）

◇大規模災害で電気・ガス・水道のライフラインが全てストップし、救援がなく孤立した場合

●現在の備品で２日から３日間、耐えられるが５１．８％

●最も生活に影響のあるライフラインは「水道」５４．６％、「電気」４２．４％
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●調査Ⅰ 住まいの耐震状況について

★木造住宅/在来工法やツーバイフォー工法 (以下、木造住宅））にお住まいの３９６名が回答

１）１９８１年以前に住まいを建築した方では、

「耐震基準を満たしていないと思う」との回答が７７．６％に達する

・「あなたのお住まいは、耐震基準を満たしていますか？」との質問に対して、「耐震基準を満たしてい

ると思う」が５５．１％、「耐震基準を満たしていないと思う」が２９．３％となっています。

また、「耐震基準自体がわからない」との回答も１５．７％となっています。

・「耐震基準を満たしていないと思う」との回答は、築年数が古いほど増加しており、１９８１年以前に建

築した方では７７．６％に達しています。

Ｑ１．あなたのお住まいは耐震基準を満たしていますか？ ※カッコ内は実数

耐震基準を満たし

ていると思う

耐震基準を満たし

ていないと思う

耐震基準自体がわ

からない
合計

２０１３年から２０１１年 ９１．３％（６３） ２．９％（ ２） ５．８％（ ４） １００％（ ６９）

２０１０年から２００１年 ８２．１％（９６） ８．５％（１０） ９．４％（１１） １００％（１１７）

２０００年から１９９１年 ４６．７％（３５） ３３．３％（２５） ２０．０％（１５） １００％（ ７５）

１９９０年から１９８２年 ３０．４％（１７） ３９．３％（２２） ３０．４％（１７） １００％（ ５６）

１９８１年以前 １０．４％（ ７） ７７．６％（５２） １１．９％（ ８） １００％（ ６７）

建てた時期を知らない ０．０％（ ０） ４１．７％（ ５） ５８．３％（ ７） １００％（１２）

全体 ５５．１％（２１８） ２９．３％（１１６） １５．７％（６２） １００％（３９６）

２）１９８１年以前に住まいを建築した方では、

「耐震診断を受けたことがある」との回答はわずか４．５％
・１９８１年以前に建築した木造住宅にお住まいの方で、「耐震診断を受けたことがある」との回答はわ

ずか４．５％です。

・８６．６％の方が「耐震診断を受けていない」ことが判明しました。

Ｑ２．あなたのお住まいは、耐震診断を受けましたか？

⇒１９８１年以前に建築した木造住宅にお住まいの６７名が回答

実数 比率

耐震診断を受けたことがある ３ ４．５％

耐震診断を受けたことがない ５８ ８６．６％

耐震診断を受けたか知らない ６ ９．０％

全体 ６７ １００％

３）１９８１年以前に住まいを建築した方では、

「耐震対策リフォームを実施している」との回答はわずか６．０％
・１９８１年以前に建築した木造住宅にお住まいの方で、「耐震対策リフォームを実施している」との回

答はわずか６．０％です。

・４６．３％の方が「耐震対策リフォームを実施するつもりはない」ことが判明しました。

Ｑ３．あなたのお住まいは、耐震対策リフォームを実施していますか？

⇒１９８１年以前に建築した木造住宅にお住まいの６７名が回答

実数 比率

耐震対策リフォームを実施している ４ ６．０％

今後、耐震対策リフォームを行いたいと思う ２８ ４１．８％

耐震対策リフォームを実施するつもりはない ３１ ４６．３％

耐震性が高いため、耐震対策リフォームの必要がない ４ ６．０％

全体 ６７ １００％

Ⅱ．調査データ
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★一戸建て（持ち家）にお住まいの５００名が回答

４) 大規模地震が発生した場合、不安を感じていることは、

「水道・ガス・電気などライフラインのストップ」が７３．２％でトップ
  ・「大規模地震が発生した場合に不安を感じていること」を複数回答で質問したところ、トップは「水道・ガ

ス・電気などライフラインのストップ」が７３．２％。続いて「自宅（家屋）の倒壊・損壊」（６１．６％）、「食

料品・飲料品の不足」（６０．８％）の３つが６０％以上となっています。

・「不安を感じることはない」との回答はわずか２．４％で、大多数の方が不安を感じていることが判明。

Ｑ４．万一大規模地震が発生した場合、不安を感じていること（複数回答） N=500

順位 実数 比率

１ 水道・ガス・電気などライフラインのストップ ３６６ ７３．２％

２ 自宅（家屋）の倒壊・損壊 ３０８ ６１．６％

３ 食料品・飲料品の不足 ３０４ ６０．８％

４ 家具の転倒、ガラスの飛散による閉じ込めや怪我 ２７８ ５５．６％

５ 家族が離散しないか(安否が確認できるか) ２６３ ５２．６％

６ 類焼火災（近所からのもらい火や大規模火災） ２０４ ４０．８％

７ 自宅（家屋）からの出火 １８９ ３７．８％

８ 避難場所へ安全に速やかに移動できるか １７２ ３４．４％

９ 河川の防波堤の決壊や浸水 ９９ １９．８％

１０ 治安の悪化 ９７ １９．４％

１１ 津波 ７４ １４．８％

１２ 高齢者の家族を無事避難させられるか ６４ １２．８％

１３ その他 ９ １．８％

不安を感じることはない １２ ２．４％

★大規模地震の発生が予測されている地域内に居住している方（１５４名）と

予測されている地域以外に居住している方（２５０名）の比較
・不安を感じている項目の全てで、大規模地震の発生が予測されている地域内の方が高い

・予測されている地域の方では、食飲料品不足、大規模火災、安全な避難、河川の決壊、治安の悪

化が、地域外の方に比べて１０ポイント以上高い。

・特に、津波については、９．２％（地域外）に対して地域内は約３倍に！

Ｑ４．万一大規模地震が発生した場合、不安を感じていること （複数回答） ※カッコ内は実数

順位
発生が予測されている地

域内に居住 Ｎ＝１５４

発生が予測されている地

域以外に居住 Ｎ＝２５０

１ 水道・ガス・電気などライフラインのストップ ７４．７％（１１５） ７４．４％（１８６）

２ 自宅（家屋）の倒壊・損壊 ６４．９％（１００） ６１．６％（１５４）

３ 食料品・飲料品の不足 ６８．８％（１０６） ５６．８％（１４２）

４ 家具の転倒、ガラスの飛散による閉じ込めや怪我 ６１．０％（９４） ５３．６％（１３４）

５ 家族が離散しないか(安否が確認できるか) ５８．４％（９０） ５２．０％（１３０）

６ 類焼火災（近所からのもらい火や大規模火災） ４９．４％（７６） ３８．０％（９５）

７ 避難場所へ安全に速やかに移動できるか ４４．２％（６８） ３０．８％（７７）

８ 自宅（家屋）からの出火 ４２．２％（６５） ３４．８％（８７）

９ 河川の防波堤の決壊や浸水 ２９．９％（４６） １６．４％（４１）

９ 津波 ２９．９％（４６） ９．２％（２３）

１１ 治安の悪化 ２７．３％（４２） １６．８％（４２）

１２ 高齢者の家族を無事避難させられるか １７．５％（２７） １１．６％（２９）

１３ その他 １．３％（２） １．２％（３）

不安を感じることはない ０．０％（０） ２．０％（５）

●調査Ⅱ 大規模災害に対する住まいの備えについて
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５）お住まいの大規模災害への準備について「十分に準備していると思う」はわずか２．８％

・お住まいの大規模災害への準備について質問したところ、「十分に準備していると思う」はわずか２．

８％。「十分ではないが、現在できる準備は行っていると思う」が２１．０％となりました。

・逆に「あまり準備しているとはいえない」（４９．６％）、「全く準備していない」（２４．０％）、「準備するつも

りはない」（２．６％）となり、７６．２％のお住まいで準備不足であることが判明しました。

Ｑ５．お住まいの「大規模災害への準備」は十分だと思いますか？

実数 比率

十分に準備していると思う １４ ２．８％

十分ではないが、現在できる準備は行っていると思う １０５ ２１．０％

あまり準備しているとはいえない ２４８ ４９．６％

全く準備していない １２０ ２４．０％

準備するつもりはない １３ ２．６％

全体 ５００ １００％

★大規模地震の発生が予測されている地域内に居住している方（１５４名）と

予測されている地域以外に居住している方（２５０名）の比較

・「十分に準備」と「できる準備は実施」を合算すると２５．２％（地域外）から３０．５％（地域内）に増加

・大規模地震が予測されている地域内の方でも、６９.５％が準備不足と認識

Ｑ５．お住まいの「大規模災害への準備」は十分だと思いますか？ ※カッコ内は実数

発生が予測されている

地域内に居住

発生が予測されている

地域以外に居住

十分に準備していると思う ６．５％（１０） １．６％（４）

十分ではないが、現在できる準備は行っていると思う ２４．０％（３７） ２３．６％（５９）

あまり準備しているとはいえない ４５．５％（７０） ５２．８％（１３２）

全く準備していない ２３．４％（３６） ２０．０％（５０）

準備するつもりはない ０．６％（１） ２．０％（５）

全体 １００％（１５４） １００％（２５０）

６）実施している対策は、非常用備品（生活必需品、避難用品など）の準備が４８．５％

⇒ Ｑ５のお住まいでの「大規模災害への準備」について、「十分に準備していると思う」「十分ではない

が、現在できる準備は行っていると思う」「あまり準備しているとはいえない」の３６７名に質問

・実施している対策のトップは、「非常用備品（生活必需品、避難用品など）の準備」４８．５％。続いて、

「住宅用火災警報器の設置」（４０．６％）、「非常用持ち出し袋の用意」（３９．２％）、「家具、テレビなど

の転倒防止策の実施」（３５．１％）となっています。

Ｑ６．大規模災害に備えてお住まいで実施している対策 （複数回答） Ｎ＝３６７

順位 実数 比率

１ 非常用備品（生活必需品、避難用品など）の準備 １７８ ４８．５％

２ 住宅用火災警報器の設置 １４９ ４０．６％

３ 非常用持ち出し袋の用意 １４４ ３９．２％

４ 家具、テレビなどの転倒防止策の実施 １２９ ３５．１％

５ 消火器など消火用品の設置 ９６ ２６．２％

６ 家族間での安否確認方法や非常時の集合場所の確認 ９１ ２４．８％

７ 家族間での避難経路・避難場所の確認 ８９ ２４．３％

８ 常に湯船などにお湯（水）をためておく ８１ ２２．１％

９ 扉開き防止具の設置 ５３ １４．４％

１０ ガラス飛散防止フィルムの貼り付け ３４ ９．３％

１１ その他 ３ ０．８％
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★大規模地震の発生が予測されている地域内に居住している方（１１７名）と

予測されている地域以外に居住している方（１９５名）の比較
・「非常用備品（生活必需品、避難用品など）の準備」は、４３．６％（地域外）から６０．７％（地域内）

に増加。「非常用持ち出し袋の用意」も、３９．０％（地域外）から４４．４％（地域内）に増加。

Ｑ６．大規模災害に備えてお住まいで実施している対策 （複数回答） ※カッコ内は実数

順位

発生が予測されてい

る地域内に居住

Ｎ＝１１７

発生が予測されてい

る地域以外に居住

Ｎ＝１９５

１ 非常用備品（生活必需品、避難用品など）の準備 ６０．７％（７１） ４３．６％（８５）

２ 非常用持ち出し袋の用意 ４４．４％（５２） ３９．０％（７６）

３ 住宅用火災警報器の設置 ４２．７％（５０） ４２．６％（８３）

４ 家具、テレビなどの転倒防止策の実施 ３７．６％（４４） ３６．４％（７１）

５ 消火器など消火用品の設置 ２９．９％（３５） ２６．２％（５１）

６ 家族間での安否確認方法や非常時の集合場所の確認 ２６．５％（３１） ２７．７％（５４）

７ 常に湯船などにお湯（水）をためておく ２３．９％（２８） ２６．２％（５１）

８ 家族間での避難経路・避難場所の確認 ２０．５％（２４） ２１．５％（４２）

９ 扉開き防止具の設置 １７．９％（２１） １３．３％（２６）

１０ ガラス飛散防止フィルムの貼り付け １２．０％（１４） ９．７％（１９）

１１ その他 ２．６％（３） ０．０％（０）

７）お住まいで準備している備品は、「懐中電灯や手回し充電ライト」「食料（保存食含む）」

   ⇒ Ｑ６．で「非常用備品（生活必需品、避難用品など）の準備」や「非常用持ち出し袋の用意」を選んだ

２１８名が回答

   ・お住まいで準備している備品について複数回答で質問したところ、「懐中電灯や手回し充電ライト」７８．

９％、「食料（保存食含む）」７７．１％、「保存水（飲料水）」６６．５％、「コンパクトラジオ」６０．１％が上

位となっています。

Ｑ７．住まいで準備している非常用備品 （複数回答） Ｎ=２１８

順位 実数 比率

１ 懐中電灯や手回し充電ライト １７２ ７８．９％

２ 食料/保存食含む １６８ ７７．１％

３ 保存水/飲料水 １４５ ６６．５％

４ コンパクトラジオ １３１ ６０．１％

５ 革手袋・軍手 １２１ ５５．５％

６ 救急セット １２０ ５５．０％

７ ウェットティッシュ・使い捨てカイロ １２０ ５５．０％

８ カセットコンロやカセットボンベ １１７ ５３．７％

９ 常備薬・衛生用品 １１４ ５２．３％

１０ 雨具 ８７ ３９．９％

１１ 防寒具 ８５ ３９．０％

１２ ポリタンク ７７ ３５．３％

１３ 防塵マスク ４６ ２１．１％

１４ 汚物処理グッズ ４４ ２０．２％

１５ ヘルメット・防災頭巾 ４２ １９．３％

１６ レスキューホイッスル ４１ １８．８％

１７ 靴底の厚い靴（避難用） ３８ １７．４％

１８ 非常用簡易浄水器 １９ ８．７％

１９ 防炎加工タオル １４ ６．４％
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８）備品を準備している住まいでも、孤立した場合「２日から３日耐えられる」が５１．８％

⇒ Ｑ６．で「非常用備品（生活必需品、避難用品など）の準備」や「非常用持ち出し袋の用意」を選んだ

２１８名が回答

・大規模災害で電気・ガス・水道のライフラインが全てストップし、救援がなく孤立した場合、現在の非常用

備品で何日間耐えられると思いますか？との質問に対して、「２日から３日耐えられる」との回答が５１．

８％。「１週間程度」が２２．５％、「１日（２４時間）」が１７．０％となりました。

Q８．現在の非常用備品で何日間耐えられると思いますか？

実数 比率

１日も耐えられない １３ ６．０％

１日（２４時間） ３７ １７．０％

２日から３日 １１３ ５１．８％

１週間程度 ４９ ２２．５％

半月程度 ４ １．８％

１ヶ月程度 ２ ０．９％

全体 ２１８ １００％

９）最も生活に影響のあるライフラインは、「水道」５４．６％、「電気」４２．４％

・大規模災害などでライフラインがストップした場合、最も生活に影響のあるライフラインは？との質問に

対して、「水道」５４．６％、「電気」４２．４％、「ガス」１．２％の順番になりました。

Ｑ９．水道・電気・ガスのライフラインのなかで、最も生活に影響があるライフラインは？

実数 比率

水道 ２７３ ５４．６％

電気 ２１２ ４２．４％

ガス ６ １．２％

ストップしても困らない ９ １．８％

全体 ５００ １００％

Ⅲ．調査概要

・対象者 一戸建て（持ち家）にお住まいの既婚女性５００名

２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 全体

１００ １００ １００ １００ １００ ５００

・調査地域

北海道 東北地方 関東地方 中部地方 近畿地方 中国地方 四国地方 九州地方 全体

１８ ２９ １７０ １０４ １２２ ２０ １３ ２４ ５００

３．６％ ５．８％ ３４．０％ ２０．８％ ２４．４％ ４．０％ ２．６％ ４．８％ １００％

・お住まいの工法

実数 比率

木造住宅在来工法（木造軸組工法） ３４０ ６８．０％

ツーバイフォー（2×4）工法（木造枠組壁工法） ５６ １１．２％

鉄筋コンクリート造（ＲＣ造） ４１ ８．２％

プレハブ工法（軽量鉄骨造） ３４ ６．８％

その他 ３ ０．６％

知らない（わからない） ２６ ５．２％

全体 ５００ １００％
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・現在のお住まいを建てた年

実数 比率

２０１３年から２０１１年 ７７ １５．４％

２０１０年から２００１年 １４６ ２９．２％

２０００年から１９９１年 ９９ １９．８％

１９９０年から１９８２年 ７６ １５．２％

１９８１年以前 ７９ １５．８％

建てた時期を知らない（わからない） ２３ ４．６％

全体 ５００ １００％

・大規模地震の予測と居住地

実数 比率

大規模地震が予測されている地域内に居住 １５４ ３０．８％

大規模地震が予測されている地域の近くに居住 １２８ ２５．６％

大規模地震が予測されている地域には居住していない １２２ ２４．４％

わからない（知らない） ９６ １９．２％

全体 ５００ １００％

・調査時期  ２０１４年１月下旬

・調査方法  インターネットを通じてのＷＥＢ調査

≪参考≫

■新耐震基準について

新耐震基準とは、数十年に一度程度発生する震度5程度の地震に対して構造躯体に損傷を生じ

ず、数百年に一度程度発生する震度６強～７程度の地震に対しては倒壊・崩壊しない程度の耐震性

能をいいます。

全国全ての建物に耐震設計が初めて義務付けられたのは１９５０年です。この年に建築基準法

が制定されました。その後１９６４年の新潟地震、１９６８年の十勝沖地震を経て１９７１年に建築基準

法が改正され、その後１９７８年の宮城県沖地震を経て１９８１年６月に大きな改正がありました。

この１９８１年６月以降の耐震基準を「新耐震基準」と呼ぶようになり、１９８１年５月以前のものを

「旧耐震基準」と区別しています。

１９８１年（昭和５６年）の改正で新耐震基準が施行され、木造住宅においては耐力壁の量、耐力

壁の倍率などが見直され、耐震性が大きく向上しました。１９８１年６月以降の新耐震基準の住宅で

あれば、大地震発生時でも家の倒壊・崩壊は免れ、家の中にいる人の命は守られる程度の耐震性

を備えていることになります。

なお、１９８１年の新耐震基準の制定後、２０００年（平成１２年）には木造住宅において耐震性に大

きく影響を与える改正がありました。具体的には、事前の地盤調査および地耐力に合わせた基礎形

状、柱頭、柱脚、筋交いの接合部の接合方法の種類設定、耐力壁の量の確保およびバランスのよ

い配置など、２０００年の改正で仕様が具体的に明記されました。

弊社の建物も２０１２年、防災科学技術研究所にて阪

神・淡路大震災クラスの大きな揺れと、その余震を想定

した実物大実験を行っています。結果、弊社の建物にお

いて、地震に対する高い安全性が実証できました。

＜耐震実験全景写真＞
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■「レジリエンス住宅 ＣＨ１４」 （コンセプトホームは東京都葛飾区）

LIXIL住宅研究所がこれまで、キッズデザインの理想を追い求めてきた中で辿りついた、新たな挑  

戦が詰まった住宅となっています。

大きな特長は、日常生活では生涯にわたり家族の健康を守る免疫力を持ち、非常時には自律した

生活ができ、日常への回復力を発揮することができる住宅となっています。

平常時は日射や風などの自然の力を上手に活用。太陽光発電システムと自律型コージェネレー

ションシステムによるダブル発電などによりゼロエネルギーで暮らせる家となっています。

また、非常時には、太陽光発電システムや自律型コージェネレーションシステムによる発電・火の

利用が可能です。レジリエンス収納への水・食料の確保、雨水の利用などにより、約１ヶ月間にわた

り自律して暮らせる家となっています。

なお、基本性能として、耐震等級３相当の耐震性能はもちろんのこと、繰り返しの地震にも強い制

震システムを採用。さらに断熱性能については、次世代省エネ基準をクリアした仕様となっていま

す。

これらの取り組みにより、生涯の安全・安心、家族や地域との絆を生み出すことができる、これが

スマートハウスの進化形であるレジリエンス住宅です。

  

  

【報道関係者のお問合せ先】

㈱ＬＩＸＩＬ住宅研究所 広報・宣伝部 担当：千明

電話：０３－５６２６－８２５１ メール：chigirak3@lixil-jk.co.jp

アイフルホームホームページ/TOP URL：http://www.eyefulhome.jp/

＜レジリエンス住宅ＣＨ１４特長まとめ＞

＜レジリエンス住宅ＣＨ１４外観写真＞


